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※　本学文学部現代社会学科
　2003 年 4 月に設立された本学現代社会学科において、社会調査に関連する科目が開講






















The Education of Social Research in Notre Dame Seishin University:









































　本学現代社会学科は、第 1 期生が 2 年次になる 2004 年度開講分から機構の科目認定を





　社会調査士資格認定機構として 2003 年にスタートした資格認定制度は、2008 年までに
5,137 名の社会調査士資格者を出している。また、大学院修士課程修了以上の者に付与さ
れる専門社会調査士資格取得者も 1,523 名を数えるまでになった3）。参加大学数も、2004













































　ノートルダム清心女子大学社会調査士資格は、必修科目 22 単位、選択科目 18 単位、計



































　本学では第 1 期生から 2 つの資格制度が併存するかたちでスタートしたが、この体制は
第 5 期生（2007 年度入学生）まで続く。
　他方、社会調査士資格認定機構の社会調査士制度が順調に軌道に乗り始め、2006 年 6




とが妥当であると判断し、2008 年度入学生（第 6 期生）より、ノートルダム清心女子大
学社会調査士資格を廃止することを決定した（2007 年 5 月文学部教授会承認）。2011 年 3
月に卒業した第 5 期生までの計 71 名が本学資格を取得したことになる。
4　資格取得者数の推移
4.1　機構・協会資格の取得者数





　2003 年度に第 1 期生が入学してきた当初は、社会調査士資格への関心は非常に高く、
在籍学生 60 名のうち約 3 分の 2 の者が資格取得を希望した。最終的に第 1 期生は 38 名が
社会調査士資格を取得している8）。第 2 期生も 73 名中 21 名と資格取得率は高い。















































3） 　2008 年度現在の 1,523 名の専門社会調査士資格取得者のうち、80 名が科目履修によ
る取得者、1,443 名が論文審査による取得者（第 8 条規定）である。




必要最低単位数が 8 から 6 へ変更された。
5） 　2004 年度『学生便覧』の社会調査士課程の項より抜粋。
6） 　表 3 は 2004 年度『学生便覧』に掲載された表の抜粋である。なお、学生の履修のし
やすさという観点から、2012 年度より社会調査論Ⅲの配当年次が 2 年次に引き下げら
れた。また 2014 年度からは社会調査論Ⅰの配当年次が 1 年次に下げられる予定である。
7） 　もちろん、Ｅ・Ｆ両科目を開講することが望ましいのはいうまでもない。
8） 　うち 1 名は、卒業延期により次年度に資格申請をしたため、2008 年度に資格を取得
している。
9） 　なお、2014 年 6 月（第 11 回）の本学の認定予定者は 9 名である（第 8 期生）。
10 ） 本学学生の 2 種類の社会調査士資格の取得希望パターンは、本学資格と認定機構資格
の両方を取得しようとする学生が大半であり、残りが認定機構資格のみの取得を希望す
る学生である。本学資格だけを取得したいという学生はいなかった。
